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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期
第３四半期
連結累計期間

第35期
第３四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　2020年３月１日
至　2020年11月30日

自　2021年３月１日
至　2021年11月30日

自　2020年３月１日
至　2021年２月28日

売上高 （千円） 4,045,140 4,389,961 5,215,020

経常利益 （千円） 352,858 530,533 388,403

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 271,978 368,786 389,396

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 294,661 442,795 360,223

純資産額 （千円） 1,156,391 2,120,296 1,227,166

総資産額 （千円） 5,445,462 5,055,741 5,084,100

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 63.00 84.15 90.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 59.99 83.05 88.46

自己資本比率 （％） 20.6 41.0 23.4

 

回次
第34期
第３四半期
連結会計期間

第35期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年９月１日
至　2020年11月30日

自　2021年９月１日
至　2021年11月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 28.03 29.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともなう影響につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連

結財務諸表　注記事項（追加情報）」をご参照ください。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行により、多くの活動が制限

を受け、半導体の供給不足や原油価格高騰等の影響から国内経済はやや足踏み状態が続いております。

先行きについては、政府によるワクチン接種の促進や緊急事態宣言およびまん延防止重点措置が全面解除される

など、景気回復の兆しが見えるものの、新たな変異株の発生が報告されるなど、依然として予断を許さない状況に

あります。

このような状況のなか、当社グループは引き続き出張の制限や在宅勤務、オンラインでの商談等を推進すること

により、従業員や顧客等の安全確保を最優先し、感染予防と受注の確保に向けた営業活動を行ってまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、緊急事態宣言の影響が一部でみられ

たものの、2020年11月に発売した「シトレア」を中心とした歩行車の売上が好調に推移し、43億89百万円（前年同

期比8.5％増）となり、返品調整引当金控除後の売上総利益は、20億98百万円（前年同期比2.3％増）となりまし

た。

利益面につきましては、原油価格高騰の影響から原材料および物流費の高騰が見られたものの、固定費抑制を継

続して行った結果、営業利益は５億42百万円（前年同期比67.4％増）となりました。また、営業外収益として補助

金収入19百万円、賃貸収入24百万円およびデリバティブ評価益23百万円、営業外費用として支払利息22百万円およ

び為替差損42百万円等を計上した結果、経常利益は５億30百万円（前年同期比50.4％増）となりました。また、特

別利益として連結子会社である株式会社幸和ライフゼーションのデイサービス事業譲渡益29百万円を計上した結

果、税金等調整前四半期純利益は５億59百万円（前年同期比64.6％増）となりました。これらの結果、親会社株主

に帰属する四半期純利益は、法人税等１億83百万円および非支配株主に帰属する四半期純利益７百万円を計上した

ことにより３億68百万円（前年同期比35.6％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度末より、報告セグメントの区分を変更しております。前第３四半期連結累計期間まで「そ

の他」に含めておりましたＥＣ事業の重要性が増したため、独立表記としております。このため、前年同期比較の

金額および増減率につきましては、変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

①介護用品・福祉用具製造販売事業

介護用品・福祉用具製造販売事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大による緊急事態宣言の影響が一部でみられたものの、歩行車をはじめとする介護ルートの売上が好調に推移

した結果、38億58百万円（前年同期比17.5％増）となり、業務効率化や固定費抑制等を図った結果、セグメント

利益は６億11百万円（前年同期比33.2％増）となりました。

②介護サービス事業

介護サービス事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による緊急

事態宣言の影響が一部でみられたことに加え、2021年１月１日付でデイサービス事業の売却・譲渡を行ったこと

が影響し、１億44百万円（前年同期比68.2％減）となったものの、固定費削減効果により、セグメント利益13百

万円（前年同期はセグメント損失13百万円）となりました。

③ＥＣ事業

ＥＣ事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、緊急事態宣言や外出自粛に伴う「巣ごもり需要」が増加し

たことを背景に、車いす・シルバーカー等の販売が好調に推移いたしました。その結果、５億９百万円（前年同

期比28.1％増）となり、セグメント利益は25百万円（前年同期比79.7％増）となりました。

 

（2）財政状態の分析

（資産の部）
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流動資産は、前連結会計年度末と比較して47百万円減少し、32億22百万円となりました。これは主に、現金及び

預金５億17百万円等の減少要因が、受取手形及び売掛金２億３百万円、商品及び製品１億60百万円等の増加要因を

上回ったことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して18百万円増加し18億33百万円となりました。これは主に、有形固定資

産に含まれる建物及び構築物55百万円等の増加要因が、使用権資産16百万円、無形固定資産に含まれるリース資産

11百万円、のれん12百万円等の減少要因を上回ったことによるものであります。

 

（負債および純資産の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して41百万円増加し、16億12百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金２億８百万円、未払法人税等１億４百万円等の増加要因が、１年内返済予定の長期借入金１億69百万

円、未払金38百万円、賞与引当金20百万円等の減少要因を上回ったことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して９億62百万円減少し、13億22百万円となりました。これは主に、長期

借入金９億50百万円、リース債務12百万円等の減少によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して８億93百万円増加し、21億20百万円となりました。これは主に、公募増

資の実施による資本金２億59百万円、資本剰余金２億59百万円および親会社株主に帰属する四半期純利益３億68百

万円等の計上により利益剰余金等が増加したことによるものであります。

 

 

（3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の費用総額は、53百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（6）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、グループ全体の人員体制の適正化などの要因により、当社グループの従業

員数は前連結会計年度末より31名減少し255名となりました。セグメント別の従業員数は次のとおりです。

 

①連結会社の状況

2021年11月30日現在

セグメントの名称

前連結会計年度末

従業員数（人）

（2021年２月28日）

当第3四半期

連結累計期間末

従業員数（人）

（2021年11月30日）

増減

介護用品・福祉用具製造販売事業 257 244 △13

介護サービス事業 26 8 △18

ＥＣ事業 3 3 -

合計 286 255 △31

（注）従業員数は就業人員です。

 

②提出会社の状況

2021年11月30日現在

セグメントの名称

前連結会計年度末

従業員数（人）

（2021年２月28日）

当第3四半期

連結累計期間末

従業員数（人）

（2021年11月30日）

増減

介護用品・福祉用具製造販売事業 80 71 △9

（注）従業員数は就業人員数です。
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（7）主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に著しい変更

があったものは、次のとおりであります。

当社の連結子会社である東莞幸和家庭日用品有限公司において導入が予定されている生産管理システムについ

て、本稼働時の対応を想定し、より円滑な運営を実現させるため、完了予定年月を2021年７月から2022年１月に変

更しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,500,000

計 13,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,901,890 4,981,990

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,901,890 4,981,990 － －

（注）１．2021年11月15日に公募による新株式発行により、発行済株式が547,900株増加しております。

２．2021年12月15日に第三者割当による新株式発行により、発行済株式が78,300株増加しております。

３．2021年12月１日から2021年12月31日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発行

済株式が1,800株増加しております。

４．「提出日現在発行数」欄には、2022年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年９月30日

（注）１
1,500 4,352,490 412 575,786 412 502,157

2021年10月31日

（注）１
1,500 4,353,990 412 576,199 412 502,569

2021年11月15日

（注）２
547,900 4,901,890 257,006 833,205 257,006 759,575

（注）１．新株予約権（ストックオプション）の権利行使による増加であります。

２．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　 1,012円

払込金額　　　 938.15円

資本組入額　　 469.075円

払込金総額　514,012千円

３．2021年12月15日を払込期日とする第三者割当による新株式発行により、発行済株式総数が78,300株、資本金

および資本準備金がそれぞれ36,728千円増加しております。

４．2021年12月１日から2021年12月31日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発

行済株式総数が1,800株、資本金および資本準備金がそれぞれ495千円増加しております。

 

EDINET提出書類

株式会社幸和製作所(E33491)

四半期報告書

 6/19



（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することが出来ないことから、直前の基準日（2021年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2021年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,349,400 43,494 －

単元未満株式 普通株式 1,590 － －

発行済株式総数  4,350,990 － －

総株主の議決権  － 43,494 －

 

②【自己株式等】

    2021年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済み株式

総数に対する

所有株式数の

割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は106株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.00％と

なっております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年９月１日から2021

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,833,876 1,316,459

受取手形及び売掛金 754,150 957,716

商品及び製品 499,333 660,181

仕掛品 53,878 51,618

原材料及び貯蔵品 50,857 97,545

その他 78,503 139,671

貸倒引当金 △898 △504

流動資産合計 3,269,701 3,222,688

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 328,011 383,143

機械装置及び運搬具（純額） 5,766 7,519

土地 641,388 641,388

リース資産（純額） 3,475 4,268

使用権資産（純額） 458,331 441,723

その他（純額） 101,881 105,642

有形固定資産合計 1,538,855 1,583,685

無形固定資産   

リース資産 27,633 16,277

のれん 51,984 38,988

その他 54,380 59,985

無形固定資産合計 133,998 115,251

投資その他の資産   

投資有価証券 8,879 14,745

繰延税金資産 92,367 86,413

その他 40,298 32,956

投資その他の資産合計 141,545 134,116

固定資産合計 1,814,399 1,833,053

資産合計 5,084,100 5,055,741
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 486,397 694,418

1年内返済予定の長期借入金 413,272 244,080

リース債務 106,352 98,880

未払金 379,713 341,327

未払法人税等 42,922 147,668

賞与引当金 39,103 18,685

返品調整引当金 4,479 5,436

資産除去債務 2,367 －

その他 96,713 62,156

流動負債合計 1,571,321 1,612,654

固定負債   

長期借入金 1,828,099 878,062

リース債務 425,883 413,025

資産除去債務 5,650 5,650

退職給付に係る負債 9,871 9,932

その他 16,107 16,119

固定負債合計 2,285,612 1,322,790

負債合計 3,856,933 2,935,444

純資産の部   

株主資本   

資本金 573,245 833,205

資本剰余金 499,616 759,575

利益剰余金 154,115 453,364

自己株式 △95 △143

株主資本合計 1,226,882 2,046,002

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,026 △169

繰延ヘッジ損益 － 434

為替換算調整勘定 △40,635 26,309

その他の包括利益累計額合計 △39,608 26,574

非支配株主持分 39,893 47,719

純資産合計 1,227,166 2,120,296

負債純資産合計 5,084,100 5,055,741
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

売上高 4,045,140 4,389,961

売上原価 2,024,357 2,290,118

売上総利益 2,020,782 2,099,842

返品調整引当金戻入額 39,088 4,479

返品調整引当金繰入額 8,457 5,436

差引売上総利益 2,051,414 2,098,885

販売費及び一般管理費 1,727,130 1,556,189

営業利益 324,283 542,695

営業外収益   

受取利息 1,275 645

受取配当金 26 68

受取手数料 6,982 13,991

デリバティブ評価益 4,483 23,089

賃貸収入 14,726 24,926

補助金収入 65,451 19,055

その他 7,012 5,646

営業外収益合計 99,958 87,422

営業外費用   

支払利息 30,154 22,268

売上割引 9,356 10,446

為替差損 11,038 42,364

その他 20,834 24,506

営業外費用合計 71,384 99,585

経常利益 352,858 530,533

特別利益   

固定資産売却益 37 121

事業譲渡益 － 29,119

特別利益合計 37 29,240

特別損失   

固定資産除却損 33 0

投資有価証券評価損 10,000 －

減損損失 2,686 －

特別損失合計 12,720 0

税金等調整前四半期純利益 340,174 559,773

法人税等 63,592 183,161

四半期純利益 276,582 376,612

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,604 7,826

親会社株主に帰属する四半期純利益 271,978 368,786
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

四半期純利益 276,582 376,612

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 768 △1,196

繰延ヘッジ損益 △1,135 434

為替換算調整勘定 18,445 66,944

その他の包括利益合計 18,079 66,183

四半期包括利益 294,661 442,795

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 290,057 434,969

非支配株主に係る四半期包括利益 4,604 7,826
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めて表示していた「賃貸収入」は、金額

的重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間より独立掲記しております。

前第３四半期連結累計期間において独立掲記していた「営業外収益」の「受取保険金」は、金額的重要性が乏し

くなったため、当第３四半期連結累計期間においては「その他」に含めて表示しております。

以上の表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示し

ていた21,632千円、「受取保険金」に表示していた106千円は、「賃貸収入」14,726千円および「その他」7,012千

円として組み替えております。

 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の見通しについて、今後の広がり方や収束時期を正確に予測することは困難ですが、

前連結会計年度における当社グループの事業活動へ与える影響は限定的でありました。したがって、当社グループ

は、当連結会計年度における繰延税金資産の回収可能性に関する評価等に関して、新型コロナウイルス感染症の影

響は軽微であると仮定して、見積りを行っております。

ただし、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、収束時期の長期化、事態の深刻化等に

より、当社グループの事業活動に支障が生じる場合、当社グループの財政状態および経営成績に影響を及ぼす可能

性があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
至 2021年11月30日）

減価償却費 140,074千円 139,668千円

のれんの償却額 12,996千円 12,996千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年11月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年11月30日）

１．配当金支払額

(決議）
株式

の種類

配当金の総額

(千円）

1株当たり配

当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月28日

定時株主総会
普通株式 43,431 10.00 2021年２月28日 2021年５月31日 利益剰余金

2021年10月15日

定時取締役会
普通株式 26,105 6.00 2021年８月31日 2021年11月15日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

2021年11月15日を払込期日とする公募による新株式の発行547,900株により、当第３四半期連結累計期間にお

いて資本金257,006千円、資本剰余金が257,006千円増加しております。

その結果、新株予約権（ストックオプション）の行使による増加を含めて、当第３四半期連結累計期間にお

いて、資本金が259,959千円、資本剰余金が259,959千円増加しており、当第３四半期連結会計期間末におい

て、資本金が833,205千円、資本剰余金が759,575千円となっております。

 

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額（注）

1

四半期連結財
務諸表計上額
（注）２

 
介護用品・福
祉用具製造販
売事業

介護サービス
事業

ＥＣ事業

売上高       

外部顧客への売上高 3,194,582 453,116 397,442 4,045,140 － 4,045,140

セグメント間の内部売上高

又は振替高
89,138 － － 89,138 △89,138 －

計 3,283,720 453,116 397,442 4,134,279 △89,138 4,045,140

セグメント利益又は損失

（△）
459,008 △13,532 14,248 459,724 △135,441 324,283

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△135,441千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△138,942

千円およびその他の調整額3,501千円が含まれております。

なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する事項

（固定資産に係る重要な減損損失)

「介護用品・福祉用具製造販売事業」セグメントにおいて、将来の使用が見込めなくなった遊休資産につい

て減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において2,686

千円であります。
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当第３四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額（注）

1

四半期連結財
務諸表計上額
（注）２

 
介護用品・福
祉用具製造販
売事業

介護サービス
事業

ＥＣ事業

売上高       

外部顧客への売上高 3,737,327 143,614 509,019 4,389,961 － 4,389,961

セグメント間の内部売上高

又は振替高
121,358 654 － 122,012 △122,012 －

計 3,858,685 144,269 509,019 4,511,974 △122,012 4,389,961

セグメント利益 611,211 13,381 25,607 650,200 △107,504 542,695

（注）１．セグメント利益の調整額△107,504千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△107,074千円およ

びその他の調整額△429千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度より、これまで「その他」に含めておりました「ＥＣ事業」の金額的重要性が増したため、

独立した報告セグメントとして扱うことといたしました。

これにより、当社グループの報告セグメントは、「介護用品・福祉用具製造販売事業」、「介護サービス事

業」、「ＥＣ事業」３区分に変更しており、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セ

グメントに基づき作成したものを記載しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日
至　2021年11月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 63円00銭 84円15銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 271,978 368,786

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
271,978 368,786

普通株式の期中平均株式数（株） 4,317,323 4,382,457

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 59円99銭 83円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 216,387 58,150

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度

末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

第三者割当による新株式の発行について

当社は、2021年10月29日開催の取締役会において、大和証券株式会社に対する第三者割当による新株式発行を

行うことを決議し、2021年12月15日に払込手続が完了しております。

 

１．大和証券株式会社を割当先とする第三者割当による新株式発行

（１）発行する株式の種類および数 普通株式　78,300株

（２）払込金額 １株につき　938.15円

（３）払込金額の総額 73,457,145円

（４）増加する資本金および資本準備金の額
増加する資本金の額　　　　36,728,573円

増加する資本準備金の額　　36,728,572円

（５）払込期日 2021年12月15日

（６）割当先 大和証券株式会社

（７）資金の使途

①子会社への投融資として設備投資資金、新製品開発の

ための研究開発費

②財務基盤強化のための借入金の返済

 

２【その他】

2021年10月15日開催の定時取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・26百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日・・・2021年11月15日

（注）2021年８月31日現在の株主名簿に記載または記載された株主に対し、支払を行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年１月14日

株式会社幸和製作所

取締役会　御中

 

東陽監査法人

大阪事務所

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 川越　宗一

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岡本　　徹

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社幸和製

作所の2021年３月１日から2022年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年９月１日から2021年11

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社幸和製作所及び連結子会社の2021年11月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　会社の2021年２月28日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2021年１月14日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2021年５月28日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　　上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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